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―いきなりなんですが、ロレック
スの魅力を教えてください。
　それは語っても、語っても、到底
語り尽くせない。ただ、黙って座っ
ていても仕方ないんで、話すことに
しましょう（笑）。まあ、ロレックス
といえば知らない人はいないだろう
し、今更ではあるけどね。
　ご存知の通り、オイスター・モデ
ルはスクリューバックで、リュウズ
をねじ込み式でロックし、水、湿気、
埃から機械を守る防水時計。これを
1926年に開発しました。翌1927年に
イギリスの記者、メルセデス嬢がド
ーバー海峡を泳いで渡ったとき、腕
に着けていたのがこのロレックス・
オイスター。それまでの水に弱いと
いう腕時計の常識を覆し、水に強い
腕時計という新しい概念を世界に知
らしめた。このことは新聞、雑誌で
大きく取り上げられ、世界の脚光を
浴びたのは言うまでもありません。
1933年には自動巻を、1945年には世
界初のデイト付きのデイトジャスト
を発表します。
　常に明日への技術にチャレンジす
る努力を惜しまない時計メーカーで
あることが、僕にとってロレックス
の魅力の第一。その完全防水のオイ
スターは、90年以上経った現在でも、
ムーブメントを見ると湿気も埃も無
い素晴らしいコンディションである
ことに、何度も驚かされたことがあ
ります。さらに豊富なケースデザイ
ン、金、銀、スチール、金とスチー

ルのコンビネーションなどのマテリ
アルの使い方、フェイスのデザイン
の多種多様さ、いまだに新しい発見
があるほどです。特に針とダイヤル
のマッチングには当時の技術職人の
計り知れない情熱が窺えます。

＊
　僕がロレックスに魅入られるよう
になるまで、いくつかの大切な出会
いがありました。彼らがその魅力を
教えてくれたんです。
　これもその出会いの中のひとつで
すが、30年以上前、ブリックレーン
というアンティーク・フェアに行っ
たときの話です。朝のまだ寒い時間、
道端に白いバンが停まってた。煙草
を吸いながらふと車内を見ると、そ
の助手席で何か動いてる。なんだろ
うと目を凝らすと、子どもが震えて
いたんです。こんなところに子ども
がと驚いていたら、父親が戻ってき
た。「ダディ、コールドだよ、早く帰
りたいよ」。ああ、可哀想だな。僕の
人生でもいずれこんなことあるのか
な、なんて思っていると、父親がジ
ャンパーを脱いで子どもに掛けなが
ら「売れないから、もうちょっと我
慢してくれ」。そのあとその父親のス
トール（アンティーク・フェアの出
店）に行ったら、キャンドルスタン
ドとか、靴べらとか、ごちゃごちゃ
並んでいて、僕はそれらをまとめて
買ってあげました。これが縁で、2、3
週間経ってから「シギー（有竹氏の
愛称）、お前、時計に興味あるか？」

と彼が。「わからない」って応えたら
「これサザビーのオークション・カタ
ログだよ」と、ボックス入りのカタ
ログをくれました。
　ちょっと風邪気味だったんで、早
めに店に戻ってカタログを見ると、
ちょうどその日がオークション当日
だったんです。それで、とにかくサ
ザビーに行ってみた。ジーパンとセ
ーターのラフなスタイルで、中に入
るとみんなびしっと決めていて、紳
士と淑女の世界です。その中にイタ
リア人のジャコモという男がいて、
時計をどんどんどんどんすごい勢い
で買ってる。金額でいうと億ぐらい。
うわっ、すごい世界だなって。
　それから店に戻ってぼーっとして
いて、ふと気付くと目の前にさっき
のジャコモが立ってました。びっく
りして「握手してくれ」ってやって
るうちに親しくなって、コーヒーを
出して「あんた偉いな、時計どんど
ん買って」と話してたら、彼が突然
「お前、ロレックスやれ」って言うの
ね。「ロレックスなんて、そんなのわ
からないよ」と応えると、彼はショ
ーウインドーの中のペトロールライ
ターを指して「コレなんだ？」「ダン
ヒルのライター」「コレは？」「カルテ
ィエだよ」「コレは？」「デュポンだよ、
有名じゃないか」。万年筆にもモンブ
ランとか、ウォータマンとか、ペリ
カンとか、世界を代表するようなブ
ランドがあって、時計の世界にはロ
レックスがある。「10年前にイタリア
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Oyster case / Non Perpetual [OYSTER Speedking]

その存在があまり知られていない、非常に数が少なく見かける機会の無い超稀少なコンクール用特別モデル。イギリス
のキュー天文台検定を通過できた180個程度に与えられた、当時としてメーカー史上最上のムーブメント。／1947年

オイスター・スピードキング　Kew “A”
Ref.5056 / Cal.Kew A　SS
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ローマ数字とアラビア数字のインデックスを上下で使い分けたユニークダイヤル。メルセデ
スハンドとの組み合わせがインパクトあり、大人気。リテーラーとのWネーム。／1941年

オイスター・パーペチュアル　バブルバック
Ref.2764 / Cal.NA　SS

外周に夜光クサビと内側にアラビック3、9、12をマークし、間にエンボスでドットを配した
非常に珍しい組み合わせのデザイン。／1949年

オイスター・パーペチュアル　バブルバック
Ref.5052 / Cal.NA　SS

Oyster case / Perpetual [OYSTER Bubble Back] Oyster case / Perpetual [OYSTER Bubble Back]

二重ミニッツレールのハチマキとアラビックインデックスデザイン。初期に見られるアール
デコデザインとスモールセコンドの組み合わせは人気が高く稀少。／1936年

オイスター・パーペチュアル　バブルバック
Ref.3130 / Cal.NA　9KYG

3、9、12にローマン数字を用いた箔押しプリントのデザイン。バトンハンドとの直線的でシ
ンメトリックな表情のアールデコデザイン。／1936年

オイスター・パーペチュアル　バブルバック
Ref.3130 / Cal.NA　18KYG
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Oyster case / Sports model [Submariner]

1950年代初期のモデル一番の特徴は後年モデルから付加されたリュウズを衝撃から守るリ
ュウズガードがないガードレスであること。非常にスマートな印象を受ける。／1956年Ⅱ期

サブマリーナ
Ref.6536/1 / Cal.1030　SS

Submariner

［1953年発表］

この時計ほど、マイナーチェンジを繰り返し
ているモデルは他にない。ロレックス社の王
道を築き上げたといっても過言ではないだろ
う。誕生と同時に100ｍ防水機能を搭載したサ
ブマリーナは、スイスの腕時計会社や一般ユ
ーザーを驚かせた。単に防水性だけでなく、水
圧に耐えられるケース構造、ここにロレック
ス社の技術工は切磋琢磨な努力を惜しまなか
った。特に赤いロゴのサブマリーナは人気が
高い。ブラックダイヤルの中のこの赤い1点に
目が奪われる。この30年間での凄まじい値上
がり……、私のような凡人はついていけない。

Oyster case / Sports model [Submariner]

ファーストモデルと目されるひとつ。3、6、9インデックスの通称エクスプローラーデザイン
と8㎜ビッグリュウズは特徴的ディテール。まだ深度も表記されていない。／1950年代

サブマリーナ
Ref.6200 / Cal.A296　SS
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Non Oyster case / Rectangular [Prince Elegante]

左同様、プリンスの一種として作られたモデル。上半分に時計機能がまとめられたセンターセコンド仕様。ドット
とクサビのアプライド。スペースの問題で3、9が内側に配された変則的な面白いデザイン。／1930年代

プリンス・エアロダイナミック
Ref.3361 / Cal.T.S.　18KYG

Non Oyster case / Rectangular [Prince Aerodynamic]

秒針が独立していないが当時プリンスの一種として作られたエレガント。その中でも腕に沿うようケースが湾曲
させられた特殊で稀少な1本。英国王室御用達百貨店フォートナム＆メイソン銘のWネーム。／1930年代

プリンス・エレガント　カーベックス
Ref.3059 / Cal.H.W.　9KYG

［１９20年代-１９40年代］直線のシャープさを重視した形状で、デザ
インにアールデコの影響を強く受けたモデル。

Prince Elegante
［発表年不明］プリンス特有の長方形を生かし、時計機能を上半分
に集約、下半分にはイニシャル等エングレービングが施せるよう
なスペースを設けた派生モデル。それにより個人用の特注タイプ
となる。

Prince Aerodynamic
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